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宗
像
大
社
沖
津
宮
の
現
地
大
祭
が
、
五
月
二
十
七
日
沖
ノ
島

で
斎
行
さ
れ
た
。
初
夏
の
潮
の
香
漂
い
、
新
緑
に
包
ま
れ
る
こ

の
日
本
海
海
戦
の
記
念
日
を
卜
し
て
年
に
一
度
だ
け
一
般
参

拝
者
の
渡
島
が
許
さ
れ
る
。

三
月
下
旬
よ
り
、
全
国
か
ら
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
々
の
中

か
ら
、
厳
正
に
選
定
さ
れ
た
約
二
六
0
名
の
参
拝
者
は
、
前
日

の
二
十
六
日
に
筑
前
大
島
に
参
集
。
中
津
宮
社
務
所
で
受
付
を

済
ま
せ
、
午
後
六
時
か
ら
斎
行
の
渡
島
安
全
祈
願
祭
に
参
列

し
、
翌
日
の
無
事
の
渡
島

を
祈
念
し
た
。

祭
典
後
、
高
向
権
宮
司

よ
り
現
地
大
祭
の
意
義
、

葦
津
禰
宜
か
ら
は
渡
航
に

際
し
て
の
総
括
説
明
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
参
拝
者

は
各
班
に
分
か
れ
、
担
当

引
率
神
職
よ
り
諸
注
意
が

あ
り
解
散
、
各
自
大
島
の

宿
に
参
籠
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
た
上
、
海
上
模
様
も
穏

睛
天
の
中
、

祭
均
一
六0
名
が
渡
島
参
拝

宗

コ
[
`
]
[

拝
者
の
心
を
和
ま
せ
て
い
る
。
一
般
的
に
は

神
社
境
内
の
池
を
心
字
池
と
称
し
、
神
前
へ

進
む
前
に
、
池
面
に
映
る
己
の
姿
を
目
に
し
、

身
な
り
を
整
え
、
心
身
を
清
め
る
楔
．
祓
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
▼
昨

今
こ
の
心
字
池
に
、
現
代
の
地
球
環
境
を
物

語
る
現
象
が
お
き
て
い
る
。
優
雅
に
泳
ぐ
錦

鯉
に
と
っ
て
、
生
息
困
難
な
場
所
と
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
あ
る
の
だ
。
い
く
つ
か
の
理
由

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
大
の
原
因
は
大
気
汚

染
に
起
因
す
る
酸
性
雨
と
の
こ
と
。
化
学
物

質
を
含
む
雨
水
が
、
池
や
川
、
土
壌
な
ど
の

自
然
環
境
を
汚
し
、
生
息
す
る
動
植
物
に
影

孵
を
及
ぼ
し
て
い
る
▼
自
然
と
の
共
生
を

連
綿
と
継
承
し
て
き
た
神
社
に
も
、
そ
の
兆

候
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
環
境
悪
化
の
根
本

要
因
は
便
利
さ
の
追
求
、
つ
ま
り
我
々
の
欲

に
あ
る
。
人
類
が
進
歩
の
名
の
も
と
に
環
境

破
壊
を
重
ね
、
自
然
の
治
癒
力
を
奪
い
続
け

る
限
り
、
地
球
は
ど
ん
ど
ん
病
ん
で
い
く
▼

森
林
浴
或
い
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
自
然

と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
人
々
は
癒
し
を

感
じ
、
心
を
洗
わ
れ
る
と
い
う
。
で
あ
る
な

ら
ば
都
会
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
一
番
身
近

な
自
然
と
の
共
生
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
「
鎖
守
の
杜
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

神
社
へ
参
拝
さ
れ
た
折
に
は
、
神
へ
の
感
謝
、

祈
願
と
共
に
自
然
へ
の
畏
敬
を
も
是
非
心

に
刻
ん
で
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
葦
）

7月祭事暦
つさな＾

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏 (1 日）
盟栄舞奉奏 (15 日）

28日午前9時～
第53回中津宮七夕揮逼会

於＝筑前大島中津宮

31 日午後5時～
越の大祓神

大祓式於＝神門前
引き続き

夏越祭於＝本殿

神具・装束・授与品

令井済
装束店〒812-0068福岡市東区社領 1-12-10-40I 
（福岡店） 7 リーダイヤル 0 I 20-055-oq 2 

電話 oq 2-65 I _q456 
授与品店〒601-8348京都市南区吉祥院観音堂町23
（本 店） 7 リーダイヤル 0 I 20-075-820 

電話 075-672-8100

木組の家 匠の技

蛛式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun akata-tai sh a.or.j p/ 
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—· 
沖ノ島上陸後の涙 — 

や
か
で
参
列
者
は
午
前
七
時
一

1
一
十
生
い
茂
る
四
百
段
に
及
ぶ
参
道
を
し
た
。
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
い
た
。

分
大
島
渡
船
「
し
お
か
ぜ
」
、
海
上
」
進
ん
だ
。
~
そ
の
後
、
波
止
場
で
沖
・
中
両
宮
i
一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な

タ
ク
シ
ー
「
宝
栄
丸
」
、
チ
ャ
ー
タ
午
前
九
時
半
、
沖
津
宮
現
地
大
奉
賛
会
、
同
翼
賛
会
の
皆
様
に
よ
い
女
性
・
子
供
は
、
大
島
の
「
沖
津

ー
船
の
「
第
三
宝
栄
丸
」
「
恵
比
寿
祭
斎
行
。
御
神
前
に
は
全
国
各
地
：
り
調
理
さ
れ
た
刺
身
、
煮
魚
、
そ
の
]
呂
遥
拝
所
」
の
祭
典
に
参
列
し
、
遥

丸
」
「
恵
比
寿
丸
I
I
」
「
ア
ク
ア
シ
ャ
の
参
拝
者
か
ら
御
神
酒
・
奉
献
品
煮
汁
で
い
た
だ
＜
ソ
ー
メ
ン
に
一
か
沖
ノ
島
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

イ
ン
」
の
各
船
に
乗
船
。
家
族
•
関
が
お
供
え
さ
れ
、
高
向
権
宮
司
が
一
同
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
神
の
島
~
ま
た
今
回
も
各
報
道
機
関
の
取

係
者
の
見
送
り
受
け
な
が
ら
出
日
本
海
海
戦
を
顧
み
て
国
家
・
皇
で
の
一
時
を
過
こ
し
た
。
材
は
勿
論
の
事
、
多
く
の
学
術
関

港
、
一
路
沖
ノ
島
を
目
指
し
た
。
室
の
安
泰
、
参
列
者
を
始
め
と
し
正
午
過
ぎ
、
参
拝
者
は
各
船
に
係
者
や
作
家
の
夢
枕
摸
氏
・
漫
画

午
前
九
時
頃
、
全
船
沖
ノ
島
に
一
て
国
民
の
平
穏
を
祈
る
祝
詞
を
奏
一
乗
り
込
み
沖
ノ
島
を
離
島
、
ゆ
っ
一
家
の
う
え
や
ま
と
ち
氏
な
ど
著
名

着
島
、
一
同
は
直
ち
に
海
で
楔
を
上
。
続
い
て
権
宮
司
以
下
各
代
表
く
り
と
島
を
一
周
し
午
後
一
一
時
過
人
の
御
参
列
も
あ
り
、
沖
ノ
島
と

行
い
、
心
身
共
に
清
め
て
、
島
の
中
者
が
順
次
玉
串
を
奉
莫
、
敬
虔
な
ぎ
に
は
全
船
が
大
島
に
到
着
、
参
こ
の
祭
典
に
つ
い
て
い
よ
い
よ
広

腹
に
鎮
ま
る
御
本
殿
へ
と
樹
林
の
」
祈
り
の
中
祭
典
は
滞
り
な
く
終
了
拝
者
は
そ
の
場
で
解
散
と
な
り
そ
；
く
知
ら
れ
て
き
た
観
が
す
る
。
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た
。
次
に
平
成
二
十

年
度
氏
子
会
事
業
計
~

画
案
・
予
算
案
に
つ
~

五
月
十
九
日
、
本
年
度
第
一
回
目
~
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
こ
ち
[

の
氏
子
会
総
代
総
会
が
、
安
部
照
生
：
ら
も
全
会
一
致
に
て
承
認
さ
れ
た
。
[

会
長
以
下
一

0
九
名
出
席
の
下
清
]
次
に
、
宗
像
大
社
の
由
緒
と
氏
子
i

明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
：
会
組
織
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
事
[

ま
ず
、
村
田
副
会
長
よ
り
開
会
の
．
務
局
よ
り
説
明
さ
せ
て
頂
き
、
氏
子
~

辞
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
神
宮
並
皇
．
会
費
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
総
代
．

居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
敬
神
生
活
の
・
皆
様
に
御
理
解
と
御
協
力
の
お
願
．

綱
領
を
一
同
唱
和
し
、
会
長
・
宮
司
．
い
が
な
さ
れ
た
。
．

挨
拶
の
後
、
議
事
へ
と
入
っ
た
。
ま
た
、
本
年
で
第
十
七
回
目
と
な
~

安
部
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
]
る
氏
子
会
研
修
旅
行
の
件
に
つ
い
．

て
議
事
の
審
議
に
入
り
、
事
務
局
よ
~
て
説
明
が
あ
り
、
多
数
の
皆
様
の
参
―

り
平
成
十
九
年
度
氏
子
会
事
業
報
・
加
を
呼
び
か
け
た
。
i

告
ま
た
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
城
野
•
最
後
に
、
本
年
度
よ
り
総
代
・
評
i

監
事
よ
り
会
計
監
査
を
厳
正
に
行
]
議
員
に
新
た
に
御
就
任
頂
い
た
~

い
決
算
報
告
に
相
違
な
い
こ
と
が
一
方
々
へ
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
．

述
べ
ら
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
：
れ
、
該
当
者
を
代
表
し
て
田
島
地
区
・

五
月
ヶ
丘
の
評
議
員
・
中
村
広
中
氏
一

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
最
後
に
大
i

島
副
会
長
よ
り
閉
会
の
辞
が
あ
り
i

総
会
は
閉
会
し
た

本
年
度
よ
り
新
た
に
御
就
任
頂
[

き
ま
し
た
新
役
員
、
総
代
・
評
議
員
―

の
皆
様
に
は
今
後
の
大
社
の
諸
行
i

事
・
祭
典
等
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
i

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
続
き
総
i

代
・
評
議
員
を
お
引
受
け
頂
い
た
i

方
々
に
も
更
な
る
お
力
添
え
を
お
[

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
i

知
酌
ず
矧
煽
杓
叩
七
鄭
剛
匂
沙
事
噺
剖
い
霊
丸
べ

息
勺
勾
り
巷
し
努
甲
を
飼
麟
と
ま
致

,
'
、
ヽ
ゞ
肌
匠

r

を
畔
砂
与

4

ヽ
姿
尋
翠
賓

5・
言
言
御
て
磯

冒
霞
こ

ノ`
殿

た
m
J
安
交
直
フ

っ
平
通
た
る
、
ノ
願

な
気
交
し
あ
か
祈

く
病
の
ン
で

し

r

て
と

J
初
イ
徴
と
殿

新
守
。
最
ザ
象
、
本
。

に
産
た
で
デ
の
で
、
す

月
安
し
本
に
社
様
在
ま

正
j
ま
日
基
大
模
現
り

き
し
を
当
の
お

ウ
ラ
面

ウ
ラ
面

六
月
三
日
宗
像
]
未
・
予
算
案
を
事
務
局
よ
り
提
案
、

大
社
氏
子
青
年
会
こ
ち
ら
も
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ

（
小
林
栄
二
会
長
）
た
。
次
に
新
会
員
の
紹
介
が
行
わ

の
総
会
が
当
大
社
斎
館
れ
、
総
会
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

で
開
催
さ
れ
た
。
i
当
大
社
を
中
心
と
し
た
神
郡
宗

総
会
は
、
田
中
郁
三
理
像
の
発
展
と
、
誇
り
あ
る
我
が
国

事
を
議
長
に
選
出
し
、
議
·
の
伝
統
を
次
世
代
へ
と
伝
え
る
べ

事
審
議
に
入
っ
た
。
事
務
；
ヽ
結
成
さ
れ
た
宗
像
大
社
氏
子
青

局
よ
り
平
成
十
九
年
度
」
年
会
も
今
年
で
四
年
目
を
迎
え

事
業
・
決
算
報
告
並
び
に
：
た
。
会
員
も
五
十
七
名
を
数
え
、
昨

磯
部
輝
美
監
事
よ
り
決
」
年
度
は
第
一
回
研
修
旅
行
を
行

算
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
い
、
当
大
社
の
親
神
様
に
あ
た
ら

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
．
れ
ま
す
神
宮
に
参
拝
。
又
、
式
年
遷

た
。
次
に
、
今
年
度
役
員
」
宮
の
勉
強
会
を
開
く
等
、
徐
々
に

選
出
の
件
、
引
き
続
き
平
で
は
あ
る
が
そ
の
活
動
の
幅
を
拡

成
二
十
年
度
事
業
計
画
．
げ
て
い
る
。
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を
求
め
て

コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
全
長
約
二
〇
芋
ウ
ソ
ウ
と
い
う
名
の
別
の
鳥
が
そ
島
の
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
二
芋
ほ
ど
大
ー
よ
っ
て
、
嗚
き
声
に
基
づ
き
リ
ュ

の
日
本
で
一
番
小
さ
い
フ
ク
ロ
ウ
i
の
声
の
主
だ
と
鎌
倉
時
代
か
ら
間
i
き
く
、
嗚
き
声
は
「
コ
・
ホ
ー
、
コ
・
・
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
が
四
月
末

類
で
、
頭
に
は
羽
角
と
い
う
耳
の
ー
違
わ
れ
て
き
ま
し
た
（
間
違
い
が
ホ
ー
、
…
…
」
と
穏
や
か
な
声
で
嗚
か
ら
八
月
初
め
に
か
け
て
生
息
す

よ
う
な
羽
が
あ
る
い
わ
ゆ
る
ミ
ミ
」
訂
正
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
）
。
き
続
け
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ノ
ハ
：
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

ズ
ク
で
す
。
小
さ
な
体
に
似
合
わ
ー
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
日
本
で
は
夏
鳥
―
ズ
ク
と
い
う
―
つ
の
種
の
中
の
地
一
も
春
夏
季
に
は
嗚
き
声
に
よ
っ
て

な
い
大
き
な
声
で
甲
高
く
、
「
ブ
と
し
て
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
方
的
な
変
異
を
も
つ
集
団
（
亜
種
）
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
き
ま
し
朝

ツ
・
キ
ョ
ッ
・
キ
ョ
ー
、
ブ
ッ
・
キ
ョ
山
地
で
繁
殖
し
、
東
南
ア
ジ
ア
で
と
し
て
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
た
。
し
か
し
二

0
0
0年
発
行
の
直
『

ツ
・
キ
ョ
ー
、
…
」
と
嗚
き
ま
す
。
そ
一
越
冬
し
ま
す
。
で
も
奄
美
・
沖
縄
な
ク
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
て
き
ま
一
日
本
鳥
学
会
の
日
本
鳥
類
目
録
で
一
的
な
地
理
的
変
異
を
明
ら
か
に
し

の
嗚
き
声
は
昔
か
ら
「
仏
法
僧
、
仏
一
ど
の
南
西
諸
島
で
は
一
年
中
生
息
：
し
た
。
一
は
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
一
て
き
ま
し
。

法
僧
、
…
」
と
嗚
く
と
さ
れ
、
ブ
ッ
ポ
ー
す
る
留
鳥
で
す
。
し
か
も
南
西
諸
と
こ
ろ
が
最
近
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
i
の
繁
殖
分
布
の
北
限
は
奄
美
大
島
i
ら
バ

h

ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
コ
ノ
ハ
ズ
ク
と
一
で
、
沖
ノ
島
で
の
生
息
は
学
術
的
一
約
一
、

は
明
ら
か
に
異
な
る
別
種
で
あ
る
一
に
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
最
一
の
）
分

と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
根
拠
は
主
一
近
で
は
、
よ
り
北
の
ト
カ
ラ
列
島
一
ら
北
＾

に
嗚
き
声
と
体
の
大
き
さ
に
よ
っ
一
の
中
之
島
が
繁
殖
分
布
の
北
限
と
：
れ
た
（

て
い
ま
す
。
世
界
的
に
見
る
と
、
日
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
ノ
島
で
は
春
一
ュ
ウ
キ

本
本
土
の
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
ユ
ー
ラ
]
叉
季
に
嗚
き
声
が
聞
か
れ
る
の
一
は
、
許

シ
ア
又
は
ア
ジ
ア
の
大
陸
に
分
布
一
で
、
繁
殖
し
て
い
る
可
能
性
は
大
一
も
た

A

す
る
種
と
同
種
の
「
大
陸
の
コ
ノ
一
き
い
の
で
す
が
、
繁
殖
確
認
は
さ
一
授
かA

ハ
ズ
ク
類
」
で
す
が
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
一
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
点
も
影
一
授
を
湿

ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
は
南
西
諸
島
と
台
一
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
呼
び
｛

湾
沖
の
蘭
嶼
（
ラ
ン
ユ
ー
）
と
い
う
一
台
湾
の
国
立
東
華
大
学
の
許
育
一
大
社

4

島
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
方
の
バ
タ
ン
一
誠
準
教
授
は
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
一
も
に
、

諸
島
に
分
布
す
る
「
島
の
コ
ノ
ハ
一
ノ
ハ
ズ
ク
の
系
統
地
理
学
的
研
究
一
可
もB

ズ
ク
類
」
で
す
。
：
を
し
て
い
て
、
中
之
島
以
南
の
分
一
七
日
i

さ
て
沖
ノ
島
で
は
、
一
九
七
四
i
布
域
の
主
な
島
の
個
体
を
捕
獲
]
調
査
ぃ

年
の
北
九
州
野
鳥
の
会
の
調
査
に
；
し
、
そ
の

D
N
A

解
析
か
ら
遺
伝
一
者
は
、

北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

烏
類
担
当
学
芸
員
武
（
石
I
全
慈

日 本 濃

ー
、
合

.. -·······....、*` ̀ ̀ • 

尋•‘’` `‘’ 
’拿，｀

‘‘ 
、. • • ｷ ｷ,.... • • ••••• • •..... ` 
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簡
哲
仲
助
手
の
二
名
、
日
本
側
か
沖
ノ
島
の
個
体
は
攻
撃
性
が
弱
い
一
着
さ
れ
た
後
、
そ
の
場
で
放
さ
れ
ー
か
げ
で
、
分
布
域
が
非

ら
は
私
と
日
本
鳥
類
標
識
協
会
の
の
か
、
樹
冠
部
周
辺
を
動
き
ま
わ
ま
し
た
。
結
局
、
今
回
捕
獲
で
き
た
常
に
狭
い
リ
ュ
ウ
キ

武
下
雅
文
・
岡
部
海
都
・
小
倉
豪
の
る
だ
け
で
、
な
か
な
か
地
表
近
く
の
は
わ
ず
か
二
羽
だ
け
で
し
た
。
ユ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
に

三
氏
の
計
六
名
で
、
朝
日
新
聞
記
．
へ
飛
ん
で
き
て
く
れ
ま
せ
ん
。
最
」
そ
れ
で
も
、
嗚
き
声
と
体
の
特
徴
ー
と
っ
て
、
重
要
な
生
息

者
二
名
も
同
行
し
ま
し
た
。
初
の
夜
は
全
く
捕
獲
で
き
ま
せ
ん
か
ら
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
地
の
一
っ
と
な
っ
て

二
夜
に
渡
っ
て
林
内
に
入
り
、
．
で
し
た
。
沖
ノ
島
で
の
捕
獲
は
無
i
の
生
息
が
再
度
確
認
さ
れ
ま
し
・
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

適
宜
に
カ
ス
ミ
網
を
張
っ
て
、
そ
]
理
か
と
絶
望
的
な
雰
囲
気
が
支
配
一
た
。
ま
た
、
採
取
さ
れ
た
血
液
か
ら
一
か
ら
も
沖
ノ
島
の
原

の
脇
に
は
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
し
て
い
た
二
夜
目
の
二
十
三
時
四
今
後

D
N
A

解
析
が
行
な
わ
れ
、
始
的
自
然
が
未
来
永

ズ
ク
の
デ
コ
イ
を
お
い
て
レ
コ
ー

-
0
分
、
一
気
に
二
羽
が
網
に
か
か
ー
沖
ノ
島
の
個
体
群
の
遺
伝
的
特
性
一
劫
保
た
れ
て
い
く
こ

ダ
ー
か
ら
鳴
き
声
を
流
し
ま
し
り
ま
し
た
。
嗚
き
声
に
つ
ら
れ
て
が
明
ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
と
を
願
っ
て
止
み
ま

た
。
す
る
と
す
ぐ
に
、
ナ
ワ
バ
リ
に
一
や
っ
て
来
た
二
羽
の
雄
が
追
い
か
·
沖
ノ
島
が
分
布
域
の
北
限
で
あ
る
一
せ
ん
。
終
わ
り
に
今
回

侵
入
者
が
入
り
込
ん
だ
と
思
っ
て
け
あ
い
を
し
て
網
に
か
か
っ
た
よ
こ
と
が
学
術
的
に
定
着
し
て
い
く
の
調
査
実
施
に
こ
協

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
が
嗚
う
で
し
た
。
二
羽
は
網
か
ら
は
ず
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、

き
な
が
ら
樹
冠
伝
い
に
近
づ
い
て
一
さ
れ
、
体
の
各
部
分
の
計
測
と
、
極
i
沖
ノ
島
で
は
宗
教
的
な
理
由
に
一
宗
像
大
社
、
環
境
省
九

き
ま
し
た
。
通
常
は
こ
こ
で
デ
コ
く
微
量
の
血
液
の
採
取
が
行
な
わ
よ
っ
て
、
み
こ
と
な
原
始
的
自
然
州
地
方
環
境
事
務
所
、

イ
と
レ
コ
ー
ダ
ー
の
近
く
ま
で
飛
れ
、
環
境
省
の
標
識
用
足
環
が
装
が
保
た
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
宗
像
市
市
民
活
動
推

ん
で
き
て
、
カ
ス
ミ
網
に
引
っ
か
一
進
課
の
関
係
者
の

か
っ
て
捕
獲
で
き
る
の
で
す
が
、
一
方
々
に
対
し
ま
し
て

一
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
像
大
社
神
宝
館
で
は
展
示
替
え
作
業
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
三
日
間
休
館
し
ま
す
。

休
館
日

平
成
二
十
年

七
月
八
日
（
火
）
ー
＋
日
（
木
）

こ
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

御
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
像
大
社
神
宝
館

·"●r:ぶの彎● In..LI`U•96

9."”：ょ enてい｀,.
9•董 Iヽ c こ `z•2,Dいし●..
、＇）つ2 スス ,.~AS ス 9 S 卜｝ル鯰蟻
ぉ9. 『ド"コ．ィ 9嶋：令讐"に999
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五
月
三
十
一
日
（
土
）
、
六
月
一
日
ー
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
盛
り

（
日
）
の
両
日
、
第
一
回
鐘
崎
漁
師
祭
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

が
同
漁
港
周
囲
で
開
催
さ
れ
た
。
．
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
ま
で
「
玄
海
i
は
宗
像
大
社
に
関
す
る
ク
イ

さ
か
な
祭
り
」
と
し
て
催
さ
れ
て
い
た
·
ズ
が
出
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
鮮
魚
や

が
、
本
年
よ
り
内
容
を
改
め
鐘
崎
漁
業

]
l密
像
大
社
提
供
の
景
品
な
ど
も
振
舞

協
同
組
合
の
主
催
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
：
わ
れ
た
。

ア
ル
さ
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
一
そ
の
他
に
も
玄
界
灘
シ
ョ
ー
ト
ク

両
日
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
場
]
ル
ー
ジ
ン
グ
と
し
て
大
島
・
地
ノ
島
の

で
は
漁
師
さ
ん
に
よ
る
鮮
魚
の
直
売
‘
]
周
遊
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
に
は
大
変

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
i
好
評
で
、
期
間
中
約
一
五
、

0
0
0

人

ー
、
海
産
物
販
売
、
魚
の
つ
か
み
取
り
]
の
来
場
者
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

層

。。闘髄餞鶉疇

-} 

．ぽ應硬警．入会」'...? 
●日時＝平成20年11 月 22 日（土）
小中高生の部／午前10:00~11:20 
一般の部 ／午後12:20~16:00
●会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島2331)
●応募方法
◆詠草…小中高生は 1 人 1 首。一般は 1 人2首まで可（未発表
のもの厳守）。 B4の400字詰め原稿用紙の右半分に楷書で
作品（固有名詞など難読語にはふりがなを）、左半分に郵便
番号・住所（マンション名も）・氏名（ふりがな）・年齢・電話番
号を明記のこと。小中高生は学校・学年も明記のこと。
◆出詠料… 1 首 1,000円（定額小為替にて。小中高生は無料）。
詠草集送付のための切手(50円切手2枚）を、作品と同封のこと。
◆締切日…一般＝平成20年8月末日（当日消印有効）
小中高＝平成20年9月 10 日（当日消印有効）
◆送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17
「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局宛
「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。
◆問合せ先••上記の送り先へ往復葉書で。

●選者
小中高生の部＝桜川冴子
一般の部＝青木昭子・桜川冴子・中西輝磨・野田光介 (50音順）
※講演＝青木昭子 題目＝表現の多様性
●発表平成20年 11 月 22日（土）大会当日
選考結果送付希望の方は、90円切手を貼った返信用封筒を
作品に同封して下さい。

●賞
小中高生の部＝宗像市長賞·宗像市教育委員会賞・宗像大社
賞・毎日新聞社賞・入選
一般の部＝福岡県知事賞・福岡県教育委員会賞・宗像市長
賞・宗像市教育委員会賞・毎日新聞社特別賞・宗像大社宮司
賞・宗像大社氏子会賞・宗像大社賞・毎日新聞社賞・優秀賞

◆主催／「宗像大社短歌大会」実行委員会
◆共催／毎日新聞社
◆後援／福岡県福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・宗像

大社・宗像大社氏子会
※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。

一
恒
例
の
夏
越
祭
が
近
付
い
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
お
祭
り
は
8

一一
祓
神
事
を
中
心
に
行
わ
れ
、
夏
季
に
流
行
す
る
悪
疫
を
除
去
し
、
i

-

i

-

一
様
方
の
心
身
の
罪
・
機
を
人
形
に
託
し
て
祓
い
除
き
、
清
々
し
い
乞

羹
·
­

一一
持
ち
で
、
毎
日
を
無
事
に
過
こ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
祈
り
を
込

一
め
た
神
事
で
こ
ざ
い
ま
す
。
玉

一
本
年
も
左
記
の
通
り
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
伽

一
せ
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一一

一
◆
日
時

一
七
月
三
十
一
日
（
木
）
午
後
五
時
ー

一
◆
場
所

一一
お
お
は
ら
え
な
こ
し
さ
い

一
大
祓
神
事
引
き
続
き
夏
越
祭
斎
行

一
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つ基パ本つ八所た国井
八た調百民た百所゜地県五
百゜講比俗他比長羹方，i、月
比 演丘学に丘の講研浜二
届 贔唇喜覧晨靡演究市＋
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ー若
る山少嘉宗
この子出像

よ冒且含市
希を国を
ふ見の希田
作て根ふ
者多幹絵久
:、ぷ嘉岱
る。力るま
心ツがた
深プすあ巻
ぃ）レ由れ
目が由ば
が感し復を桔
生止きつ
みし問べ梗
出出題し
し産で＇少
たしあ子
―てる化
首く。日
°れ沢本

--夜薬少直舌毎一
が々鍮来ホ
あのめて像
り花の花市

鱈§召
是ぴに荒田9: ；＄久
；喜旦慧t
皇翠］昇井
まつ。寸ば上
つナと一

とメ言寸
つクえさ光
さジばれ
苫ぎ結ど
下了嬰許
さときさ
し汀言ぃじ
っ。

一土心朝朝み北
情をのた九
砿迎目る州
向え覚百市
ふるめ合

鱈塁］饂
迎忍いに西
ふぃ作さ区
、者さ
がつで揺
正くぁれ
しし て士
ぃみ？ゎ目
°且つ。れ
つそよ〖
ねの晶子
た作に
ま者朝
しよを
くり出
思早向
う＜ふ

ー病
えそ入包宗
まれ院着像
しをのけ市
いい夫ば
状たのつ
景ゎみ苫大
でるとと
あ夫りす島

昌［杉｀言田
うの苦よ證
喜虞労降子

；う：［土
[ ：仁た食
o ほ奏む

ー窓
くさ若の、
：ま葉は；
しを↓とは
た詠青槻評
ぃっ葉が
o て↓そ浮
ぃ新そ羽
る緑り町
が↓立

i9 [向汀を皇
れ初迫
に夏れ
良のる

只

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

回

狂
歌
会
詠
草

紺
青
の
連
河
の
お
も
て
十
五
階
の
窓
下
遅
々
と
汽
艇
は
す
ぐ
る

夕
空
の
遠
く
に
黒
き
富
士
浮
ぶ
神
の
と
ど
け
し
贈
物
と
も

宗
像
市
田
野
森
甲
子

秋
月
へ
高
速
道
を
友
と
ゆ
く
若
葉
そ
れ
ぞ
れ
の
山
を
愛
で
つ
つ

春
に
芽
吹
い
た
木
々
が
五
月
こ
ろ
浪
淡
さ
ま
ざ
ま
の
新
葉
を
拡
げ
て
い

一
汀
冒0汀
汀
汀
豆
‘
]
』
』
豆
冒

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

池
の
鯉
来
る
度
の
ぞ
け
ば
丸
々
と
太
り
て
い
ゐ
に
我
見
る
如
し

ロ
言
謬
汀
昇
鱈
い
旦
紅
遭

o
o
o
い
。
を
く
ら

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

祖
父
祖
母
の
手
を
ふ
り
ほ
ど
き
女
童
が
フ
ァ
イ
ト
フ
ァ
イ
ト
と
走
り
来
た
れ
り

ロ
闘
汀
鱈
鱈
い
汀
豆
鱈
鱈
胄
の
思

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

カ
ラ
オ
ケ
に
リ
ズ
ム
合
わ
せ
て
ハ
ミ
ン
グ
す
久
々
な
の
で
胸
は
ど
き
ど
き

宗
像
市
光
岡
則
松
房
子

チ
チ
と
嗚
き
大
空
か
け
て
乱
舞
す
る
新
緑
の
頃
つ
ば
め
の
恋
路

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

婿
や
か
な
藤
の
花
咲
く
小
春
日
に
帰
巣
の
つ
ば
め
頭
上
を
翔
び
交
う

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

枯
れ
し
か
と
思
び
し
鉢
に
若
策
萌
ゆ
萩
に
桔
梗
の
花
を
浮
か
べ
る

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

花
見
む
と
近
づ
く
わ
れ
に
気
逍
ふ
か
カ
サ
サ
ギ
一
羽
急
に
飛
び
た
っ

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

四
川
省
山
ゆ
る
が
す
る
大
地
展
学
び
の
子
ら
を
の
み
し
大
地
よ

' 
あ
こ
が
れ
て
受
験
計
り
し
日
も
あ
り
き
凹
本
帆
船
H

本
丸
見
ゆ

（
横
浜
・
イ
ン
ク
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
ホ
テ
ル
）

神
社
で
最
も

」
参
拝
者
が
少

な
い
時
期
は
「
夏
」
で
す
。
よ
っ
て
、

ま
と
ま
っ
た
期
間
の
研
修
や
各
種

大
会
、
総
会
は
全
て
こ
の
時
期
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
「
雅
楽
」
や
「
祭
式
」
等

の
技
能
を
習
得
し
自
己
研
鑽
を
計

る
、
或
い
は
神
社
界
の
行
事
に
参
加

し
旧
交
を
温
め
る
。
ま
た
は
休
暇
を

い
た
だ
き
帰
省
す
る
な
ど
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
す
る
等
に
も
あ
て
ら
れ
ま

す
▼
勿
論
、
秋
か
ら
の
繁
忙
期
へ
向

け
て
じ
っ
く
り
と
計
画
を
練
る
の

も
こ
の
時
期
で
、
し
て
お
か
な
い
と

参
拝
者
の
皆
様
に
宗
像
大
神
の
御

神
徳
を
お
受
け
い
た
だ
け
る
よ
う

な
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
▼
先
輩
神

職
や
同
業
者
、
業
界
（
他
の
神
社
の

神
職
や
神
社
本
庁
）
か
ら
の
指
標
は

ま
だ
ま
だ
仰
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
あ
る
程
度
の
神
道
精
神
、
神
社

ら
し
さ
、
宗
像
大
社
ら
し
さ
の
基
準

は
な
ん
と
な
く
掴
め
て
き
ま
し
た

▼
そ
の
上
で
、
異
業
種
の
方
々
に
ア

イ
デ
イ
ア
や
お
力
を
い
た
だ
き
共

に
作
り
上
げ
る
と
、
思
い
も
よ
ら
な

い
素
晴
ら
し
い
も
の
が
出
来
上
が

る
こ
と
が
多
く
「
餅
は
餅
屋
」
と
い

う
こ
と
を
最
近
強
く
か
み
締
め
て

い
ま
す
▼
夏
を
ど
う
過
ご
す
の
か
、

異
業
種
方
々
に
ど
れ
だ
け
ア
ド
パ

イ
ス
を
求
め
る
か
、
世
間
一
般
の
感

覚
を
ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
る

の
か
、
そ
し
て
内
部
調
整
を
ど
う
図

る
の
か
、
「
決
断
と
実
現
」
が
こ
の
夏

の
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
で
す
。
（
塚
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

従
兄
弟
ら
に
上
下
は
あ
ら
ず
夏
座
敷
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